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【公表番号】特表2013-523440(P2013-523440A)
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【年通号数】公開・登録公報2013-031
【出願番号】特願2013-503031(P2013-503031)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｆ  11/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ  13/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ  15/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ   5/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  19/28     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ   3/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ   3/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ   3/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｆ  11/00    　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｆ  13/02    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｆ  15/06    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｆ   5/00    　　　Ｄ
   Ｂ０１Ｊ  19/28    　　　　
   Ｂ０１Ｆ   3/08    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｆ   3/04    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｆ   3/02    　　　　
   Ｂ０１Ｆ   3/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月2日(2014.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ又は２つ以上の攪拌要素を収容したチャネルを有する連続流れシステムであって、
　前記攪拌要素は、前記チャネル内の他の材料とは異なる密度のものであり、前記チャネ
ルは、材料のための１つ又は２つ以上の入口及び材料のための１つ又は２つ以上の出口を
有し、前記チャネルを通過する材料は、順序正しい流れを生じ、攪拌運動は、前記チャネ
ルを振盪することによって生じ、混合方向は、前記チャネルを通る材料の流れ方向に対し
て実質的に横方向である、
　ことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記攪拌運動方向は、半径方向平面に制限されている、
　請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　前記システムは、振盪プラットホームに取り付けられた１本又は２本以上の管を有し、
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混合は、前記チャネルを振盪することによって生じる、
　請求項１または２に記載のシステム。
【請求項４】
　連続的に順序正しく流れる流れを混合する装置であって、
　１つ又は２つ以上の攪拌要素を収容したチャネルを有し、前記攪拌要素は、前記チャネ
ル内の他の材料とは異なる密度のものであり、前記チャネルは、材料のための１つ又は２
つ以上の入口及び材料のための１つ又は２つ以上の出口を有し、前記装置は、前記チャネ
ルを振盪して攪拌運動を生じさせる手段を更に有し、混合方向は、前記チャネルを通る材
料の流れ方向に対して実質的に横方向である、
　ことを特徴とする装置。
【請求項５】
　前記攪拌運動方向は、半径方向平面に制限されている、
　請求項４記載の装置。
【請求項６】
　１つ又は２つ以上の攪拌要素を収容したチャネル内で連続的に流れる流れを混合する方
法であって、前記攪拌要素は、前記チャネル内の他の材料とは異なる密度のものであり、
前記チャネルは、材料のための１つ又は２つ以上の入口及び材料のための１つ又は２つ以
上の出口を有し、前記チャネルを通過する材料は、順序正しい流れを生じ、攪拌運動は、
前記チャネルを振盪することによって生じ、混合方向は、前記チャネルを通る材料の流れ
方向に対して実質的に横方向である、
　ことを特徴とする方法。
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